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論文内容要旨

 ・1 謙湧龍関する従来の調査研蹴おいては, 裂か, 糖, 貯溜廓よび基齢造等を解乱,
   それぞれの温泉地における温泉湧出に関係する地質 構造を解明 してきたが, 成因的 いかなる地質

  1 構造に最も密接して湧出するかについての総括的究明はほとんどなされていない。 中村 (1959)
   およ び谷ほか (1968) は宮城県鬼首・鳴子両地域の温泉は第四紀の湖沼堆積層 の分布域 に湧 出

   していることを指摘した。 東北地方に湧出する 1700 個所の温泉源のうちその約 2/3は那須 ・鳥海

   両火山帯以外の新第三紀およ び第四紀の堆積岩類が分布 している地域 に湧出 してい る。 上記 の知

   見を基礎とし, 温泉湧出に関係 し共通性のある地質 構造を解明するために, またその構造の形成

   に関与 した内的営力を解析するために且.1形県最上郡肘折地熱地帯, 山形盆地およびその周縁, 宮

 搬 難欝鱒1辮簾進講難 藁蕪

,
1

 『1 本研究の結果, 温泉湧出に関する下記の知見が得られた。馨
曝

 ll L 上記の4地域には新第三紀後期から第四紀に至る間の各地質時代に堆積した合計 11 の陥没

ま
ぎ

 1 性湖沼堆積層が分布している。 それらは新第三紀中新世以後の地殻運動により主として NW-S ・
一
1

 -l E およびNNE-SS WおよびN WW-S EE 方向の構造規制を受けている。 i斐
諺

 、
l
l

 、1 (1) 活火山地帯に位置する肘折および蔵王両地熱地帯の温泉は, 宮城県兜首・鳴子地熱地帯と 『
1

 麗 同様に, それぞれ第四紀の陥没性湖沼堆積層肘折カルデラ堆積物 (新唱) および古期蔵王火山岩

き

 1 類の分布域もしくは同層分布域近傍のNW-SEあるいはNE-S W 方向の断層系から湧出し

   ていることが判明した。

  〔2) 非活火山地帯 に位置する山形盆地域においては, 東根・天童両温泉は中新世後期の湖沼堆

 積層 Ll.旧 層の分 布域周縁もしく は近傍 NW-S E方向の堂ノ前断層, 天童 一貫津断層か らそれぞ

 れ湧出 している。 上ノ 山温泉は湖沼堆積層生居川層の分布域周縁に発達するNE性の上ノ山断層

 から湧出している。 左沢温泉 (大江町) および左沢鉱泉 (同) は, 鮮新世の湖沼堆積層分布域近

 傍の下位層に発達するNE 性の左沢断層およ び左巻断層からそれぞれ湧出 し, 上野 (寒河江市),

 中村 (同) 両温泉は, 同層に近接する寒河江層に発達する N W-SE方向の断層から湧出 してい

 ると考えられ る。

  〔3) 宮城県南部においては, ■ヒ日原温泉は第四紀の湖沼堆積層七日原泥流の分布域に, 遠刈田

 温泉は七日原泥流の湖盆周縁の遠刈田断層, 鮮新世の湖沼堆積層松川層 の分布域周縁あるいは両

 湖沼堆積層 の周縁岩体である下位の遠刈 田層 の分 布域 にそれぞれ湧出 していることが判明 した。
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 小原温泉は中新世後期の湖沼堆積層冷清水層小久保平部属に近接する ■ド位層に発達するNE -S

 W方向の断層系から湧出 し, また鎌先温泉は同じく中新世後期の湖沼堆積層黒柴山層の分 市域近

 傍のN W～S E方向の断層系から湧出 していると考え られるに至った。

  (4) 福島市飯坂温泉 一帯は中新世後期の湖沼堆積層天王寺層の分布域周縁に位置 し, 同居の湖

 沼盆の形成および大作山火i11岩頚等の噴火に関係 したNE-S W, NW -S E およ びN WW -S

 EE 3方向の断層が発達している。 飯坂温泉は筑前 (N WW性), 西掘切 (NE性) および摺上

 川 (N W性) 断層のいずれか, これらの断層に伴なわれる亀裂系に湧出 していると考えられる。

 また, 穴原温泉は梨平層から堰場層に至る地層を切るNE 性の穴原断層か ら湧出 しているこ とが

 判明 した。

  以上の3地域には青根温泉 (宮城県) など 一部に湖沼堆積層とは無関係の温泉が分布している

 が, 本研究地域のうち非活火山地帯に湧出する温泉全体の約 85彩に当る170 個所の温泉井 (自

 然湧出泉を含む) は陥没性湖沼堆積層の分布域内もしくは同属分布域近傍の上記の断層系から湧

 出 していることが判明 した。 従って, 陥没性湖沼堆積層の湖沼盆形成 に関与 した陥没構造は温泉

 湧 1・{.1 に最 も密接に関係する 構造であることが指摘される に至った。

 2、 温泉水は基本的に酸性泉 (硫酸々性泉) のA型群, 単純泉 (NaHCO3) のC 型群, および

 これ以外の中性～アルカリ性を示 し, NaC1, CaSO4 および Na2SO4 の混合系とみなされる

 B 型群に区分される。 非活 火山地帯 にA型群の泉質は分布 しない。

  活火山地帯では陥没性湖沼堆積層の分布域をその周 縁域 においてA型群を中心と してB 型群お

 よびC 型群が漸次外側に分布するほぼ同心状の累帯配列 が認められる。 一方, 非活 火山地域では

 湧出断層 の方向にB およ びC 型群によ る線状の累帯配列が顕著であることが明らかとな つた。

  また, 泉質は湖沼堆積層また湧出断層系ごとに異なり, 特に隣接する温泉群におけるB型群の

 泉質 は陰イオ ン三角 ダイ ヤ グラ ム上で 一部 に例外が認め られる も, ほとん どの場合, 交又 しない

 ことが判明した。 従ってそれぞれの地下深部には単独の熱源が賦存することが暗示される。

 3. 温泉水のアルカリ比 (K/Na) および陰イオン (SO42一) の含有量 から山形盆地, 宮城

 県南部およ び福島 市飯坂地域 に湧出する温泉はその熱源はすべてマ グマ 活動 に関係 あるとされ る。

 上記2を加味 し, 本研究では, 活火山地帯に湧出する温泉を活火山性温泉, 非活火山地帯に湧出

 し, かつその熱源がマ グマ活動に関する温泉を非活火山性温泉とそれぞれ命名 し, 深層熱水など

 の非火山性温泉と区別 した。

 4. AおよびB 型群の温泉水の地下泉温と陰イオンとの相関関係からアニオン・イ ンデックスを
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近

遡

 下式の如く定義 し, 地質 構造とアニオン・イ ンデックスとの関係を解析した。

 A,1二 W1 ×( Cl /Cl +SO4)+W2 × (Cl +SO4/C1 +SO4 +HCO3) (非活火山地帯)

 または,

   = Wi ×(SO4/CB・SQ4)+W2×(C1 +SO4/Cl+SQ4+HCO3 ) (活火山地帯)

 A,1値の高値は それぞれの湖沼堆積層の堆積盆の形成に最も関係 した断層系に集中 しており, そ

 れ故, 地下の熱構造は, 湖沼盆形成の地質構造に支配されていることが判明した。

 5. 中新世後期の湖沼堆積層のうち, 上記の山口層, 生居川層および天王寺層にはそれぞれ下位

 層に一部に溶結凝灰岩を含み, 主と して石英安山岩質疑灰角礫岩ない し同色礫凝灰岩から構成さ

 れる厚い火砕流堆積層 (それぞれ川原子層, 久保川層, 梨平層飯坂部層) が発達している。 これ

 らの火砕流堆積物は下位層に対ししばしば高角断層で接 し, かつアバッ トする産状を示す。 また

 一部梨平層の基底部には崖雄性礫岩層が発達するな どこれらの湖沼盆が明らかに火山性陥没構造

 であることが判明した。 従ってこれらの湖沼盆は広義の意味で荒巻 (1969) によるカルデラ の

 分類上“ 火山 構造性陥没地 "に相当するものと考えられる。

  その他の中新世後期の湖沼堆積層の黒柴山層および冷清水層小久保平部層については, 下位層

 にこれらの火砕流堆積物の積層は明確ではな いけれど, 湖沼堆積層に塊状の石英安山岩質 凝灰岩

 類が挾在することを考慮 する とそ れぞれの湖沼盆は火山性陥没 に相当する ものと考え られる に至

 っ た。

 6, 肘折カルデラ堆積物には少なくとも4回の堆積輪廻が認められ, かつ肘折火砕流源の塊状の

 石英安山質 凝灰岩層が挾在 している。 同層の湖盆は肘折・金山両温泉の熱源と考えられる肘折火

 砕流の噴火・流出により形成されている。 一方, 東根温泉の湧出に関係する堂ノ前断層, また天

 童温泉の天童一貫津断層は火砕流堆積物川原子層の, さらに飯坂温泉の筑前断層は同じく梨平居

 の堆積盆形成に関与 した構造であ る。 東根 ・天童およ び飯坂温泉は那須火山帯の火山からは隔た

 っていること, 火砕流堆積物の火山活動による火山性凹地形成の類似性を考慮すると, 新第三紀

 の火砕流堆積物の 火山活動はこれ ら両温泉の熱源と して関係していると考え られ る。
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 論文審査の結果の要旨

  本論文は東北地方南部の山形県肘折, 上ノ山, 天童, 東根, 宮城県遠刈田, 小原, 鎌先, 福島

 県飯坂, 穴原などの温泉地域についての詳細な地質調 査の資料にもとづき, 温泉の湧昌一1 と火 1■LI性

 陥没 構造との関係及 びその熱源と して陥没を起 した火山活動の可能性を考察 している。 上記 の地

 域には新第三紀中新 世後期か ら第四紀に かけて,NW及びNE 系, 地域によってはNNE及びNW

 W系の構造規制を受けた陥没盆地が計 11 個 みられ, その内部 には湖沼堆積層が発達している。

 そのうち活火山地帯 に属する肘折及 び蔵王両地熱地帯の温泉は第四紀の陥没性湖沼堆積層分 布域

 のN Wあ るいはNE 系断層から湧出している。 一方非火山地帯の東根, 天竜の温泉は中新世後期

 の湖成層分布域のN W系断層か ら, 上ノ山温泉は湖沼堆積層のNE 系断層から湧出 し, 宮城県南

 部の遠刈田, 小原, 鎌先などの温泉もま た湖成層分布域の陥没性断層 (NEまたはN W系) に規

 制され, さらに飯坂温泉 も湖沼堆積層の分布域周縁に位置 し, NE, NW及びN WW系陥没断層

 に伴なわれている。 しかも湖沼堆積層には当時の火山噴出物を多く含み, 温泉もまたこの火山活

 動と有機的に関連して形成されたと考えられる。 這

  これらの温泉を地化学的に分類すれば, 酸性 (硫酸酸性) のA型, 単純泉 (NaHCO3系) の

 C型, 中性B型アルカリ性 (NaC1, CaSO4 及び Na2SO4 の混合系) 泉のB 型とに区分され、

 活火山地帯ではA型を中心と し, その 外側 にB型及びC 型の温泉が同心状 に累帯 配列 している。

 一方非活火山地帯では湧出断層に沿ってB型及びC型が線状累帯配列を呈するが, A型温泉はみ

 られない。 しかし, 温泉水の K/Na 値及び SO㌃量から推測すれば, 非活火1⊥1地帯の温泉でも

 その熱源はマ グマ 活動と関係 があ る。 また地 下泉温と陰イオンとの相関関係 から求 めた陰イオン

 指数の高い値が堆積盆形成に関係した断層系に集中 し, 地下熱構造が陥没性堆盆の地質構造に支

 配されているという新知見を得ている。

  このよ うに本論文では東北地方南部 に分布している温泉 の成因, とく に地質 構造と地化学的性
                                          球

 質について新 しい事実を見い出 しており, これらは著者が自立して研究活動を行なうに必要な高

 度の研究能力 と学識を 有'するこ とを示 している。 よって谷口政碩提出の論文は理学博士の学位論

 文と して合 格・と認める。
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